
令和７年 1 月８日(水) 3 学期始業式 

 新年あけましておめでとうございます。今年の年末年始も雪もなく、おだやかな新年を迎

えることができました。皆さんはいかがお過ごしでしたでしょうか。 

昨年の元日に発生した能登半島地震から 1 年が経ちました。能登地方は 9 月に豪雨災害

が追い打ちをかけたこともあり、いまだに復興への道のりは厳しいものがあることが報道さ

れています。能登地方を中心とした地域の復興を祈るとともに、私たちができることはない

かを考えつつ、身近なところから危機管理の意識を高めていかなければならないと考えます。 

さて、新年にあたり心の持ち方についてお話しします。10 年ぐらい前から、日本の子ど

もの自尊感情の低さが懸念されてきました。高校生の生活と意識に関する調査における国際

比較によると、「私は人並みの能力がある」とする割合が、他の国に比較して低く、「自分は

ダメな人間だと思うことがある」とする割合は高い傾向があります。また「自分自身に満足

している」とする割合もかなり低いことがわかりました。私は当初これらの結果は日本人が

持つ謙虚さ、奥ゆかしさなどから、来ているのではないかととらえ、むしろ「自分が一番で

ある」という気持ちは傲慢さやうぬぼれ、自己中心的なことにつながるのではないかと考え

ていました。 

しかしそれは違うことに気づかされました。 

（中略） 

まずは自分を誰かと比較するのではなく、ありのままの自分を受け入れることだと思いま

す。人は人、自分は自分と心の持ち方、物事の受け取り方を少し修正してみてください。 

3 学期、いよいよ学年の総まとめとなります。重要なことがらを控え、それが重く感じて

いる方は、なるようになるさと前向きに、自分の自尊心と向き合って過ごしてみてください。 


